
MPE720 バージョンアップ情報 
 

 

１．機能追加・改善項目 
MPE720 Ver5.43 →Ver5.44 の機能追加・改善項目は次のとおりです。 

 

Ｎｏ． 機能項目 分類 

１ モーションプログラム 1行コメント対応 機能追加 

２ MECHATROLINK-Ⅱ分散 I/O モジュール対応 機能追加 

３ M-EXECUTOR 機能対応 機能追加 

４ シーケンスプログラム機能対応 機能追加 

５ CF カード転送機能対応 機能追加 

６ 転送機能改善 機能追加 

７ 機能選択フラグ処理の改善 機能追加 

８ インストーラの改善 未然防止 

９ 新規モード転送時の図面マップ処理不具合 未然防止 

１０ PFORK ネストエラーの検出 未然防止 

１１ モーションプログラム PFORK-SFORK 保存改善 未然防止 

１２ 新ラダークロスリファレンス不具合改善 未然防止 

１３ モジュール構成定義チェック処理不具合対応 未然防止 

１４ M-EXECUTOR 定義保存不具合 未然防止 

１５ モジュール変更時のレジスタ範囲チェック不良 未然防止 

１６ CNTR-01 印刷結果の誤り 未然防止 

１７ 
シンプルオペレーションでウイザードが不正終了

する 
未然防止 

１８ 
デバッグ運転における PFORK 内カレントステップ

位置の誤動作 
未然防止 

１９ 
サーボパックパラメータバックアップファイル内

のバージョン情報に関する問題 
未然防止 

２０ ラダー表示更新不具合 未然防止 

２１ サーボパック現在値取得時の不具合 未然防止 

２２ モーションプログラム保存特権不具合 不具合修正 

２３ シンプルモード表示不具合 不具合修正 

２４ モーションプログラムシングルコート使用不具合 不具合修正 

２５ アプリケーションコンバート不具合 不具合修正 

 



 

２．修正内容説明 
 

No.1 モーションプログラム 1行コメント対応 
 

モーションプログラムに 1行コメント命令「//」を追加しました。 

「//」以降から改行までをコメントとして取り扱います。 

 
  

 
 

 

 

No.2 MECHATROLINK-Ⅱ分散 I/O モジュール対応 
 

MECHATROLINK-Ⅱ分散 I/O モジュールである IO2900/2910 に対応しました。 

 

機器名称 仕様 

JAMSC-IO2900 
・DC 出力モジュール 

・DC12/24V，16 点出力 

JAMSC-IO2910 
・DC 入力モジュール 

・DC12/24V，16 点入力 

 

＜対応機種＞ 

コントローラ 対応バージョン 

MP2000 シリーズコントローラ Ver2.66 以降 

オプション SVB Ver1.24 以降 

 



 

＜MECHATROLINK-Ⅰ選択時＞ 
  

 
 

＜MECHATROLINK-Ⅱ(32/17 バイトモード)選択時＞ 
  

 
 

 

 

No.3 M-EXECUTOR 機能対応 
 

MP2100/MP2100M に M-EXECUTOR 機能を追加しました。 

 
  

 



 

No.4 シーケンスプログラム機能対応 
 

MP2100/MP2100M でシーケンスプログラム機能に対応しました。 

 

  

 
 

 

 

No.5 CF カード転送機能対応 
 

これまで MP2200-02 を選択時のみサポートしていた CF カード転送機能を MP2000 シリ

ーズ全機種に展開しました。 

 

 

 
 

 

 



 

No.6 転送機能改善 
 

転送処理において、圧縮転送を選択すると内部の転送モードは「新規」で転送してい

ますが、転送画面には「変更」と表示されていました。このため、圧縮転送時の転送

モードは「新規」と表示するようにしました。 

 

  

 
 

 

 

No.7 機能選択フラグ処理の改善 
 

コントローラがバージョンアップによって新規に追加される機能がある場合、 

オフライン時は、その時点の MPE720 で使用可能な機能を全て使用できるようにしまし

た。オンライン時は、接続しているコントローラがサポートしている機能を取得して、

そのコントローラが使用可能な機能のみを有効にするようにしました。 

 

 

 

No.8 インストーラの改善 
 

使用する PC 環境にあらかじめインストールされているアプリケーションによっては、

MPE720 のインストールが正常に完了しない問題が発生することがありましたので、こ

れを修正しました。 

 

 

 

No.9 新規モード転送時の図面マップ処理不具合 
 

「新規」モード転送時、転送先のフォルダ内のプログラム情報を削除してから転送す

る仕様になっていますが、モーションプログラムとシーケンスプログラムに関しては、

転送先のマップ情報を削除していませんでした。 

このため、すでにプログラムが存在するフォルダに「新規」転送を行った際に、 

実体が存在しないプログラム情報が残ることがありましたので、これを修正しました。 



 

No.10 PFORK ネストエラーの検出 
 

モーションプログラムで PFORK を入れ子にして記述した場合、オンライン時はエラー

が検出されますが、オフラインではエラーが検出されませんでしたので、これを修正

しました。 

 
 

 
 

 

 

No.11 モーションプログラム PFORK－SFORK 保存改善 
 

PFORK 命令で 4並列分岐し、それぞれの並列処理内で SFORK 命令を使用すると、並列実

行数が制限内にもかかわらず「並列実行数オーバ」というエラーが発生していました

ので、これを修正しました。 

 
  

 



 

No.12 新ラダークロスリファレンス不具合改善 
 

Expression 内に複数行の式を記述し、その中で以下のようなシンボルとレジスタを混

在した演算式を記述します。 

 
 

 

シンボル割付：SYMBOL1=MW900; 

※MW000,MW001 はシンボル割り付け無し。 

 

この状態で MW001 を検索すると、クロス検索結果として MW001 にシンボル「SYMBOL1」

が割り付けられているとして検索される問題がありましたので、これを修正しました。 

 

 

No.13 モジュール構成定義チェック処理不具合対応 
 

HDD とコントローラでモジュール構成定義数が異なるデータが存在しても不一致を検

出していませんでしたので、これを修正しました。 

 

 

No.14 M-EXECUTOR 定義保存不具合 
 

M-EXECUTOR 画面で、プログラム登録個数を 16 個に設定して保存すると異常終了するこ

とがありましたので、これを修正しました。 

 
 

 
 

 

 
 

 



 

No.15 モジュール変更時のレジスタ範囲チェック不良 
 

サブスロットを 2 つ持つオプションモジュールを割り付け、詳細定義を保存した状態

でオプションモジュールを 1 スロットのものに切り替えるとレジスタ範囲チェックが

正常に実施されていませんでしたので、これを修正しました。 

 
 

 
 

 

 

 

  

 



 

No.16 CNTR-01 印刷結果の誤り 
 

CNTR-01 の設定データを印刷した場合に、固定パラメータ No.13 の値が間違って印刷さ

れていましたので、これを修正しました。 

 
  

 
 

 

 

No.17 シンプルオペレーションでウイザードが不正終了する 
 

Windows Vista と Windows XP-SP3 の環境でシンプルオペレーションを実行すると、ア

プリケーション自動生成時にシンプルオペレーションのアプリケーションがダウンし

ていましたので、これを修正しました。 

 

 

 

No.18 デバッグ運転における PFORK 内カレントステップ位置の誤動作 
 

PFORK にステップイン/ステップオーバをした際に、カレントの実行位置が PFORK の 2

並列目に移動してしまう問題がありましたので、これを修正しました。 

 
  

 



 

No.19 サーボパックパラメータバックアップファイル内のバージョン情報に

関する問題 
 

サーボパックパラメータバックアップファイルに格納されるバージョン情報が、特定

のサーボパックを接続した場合に正しく格納されていませんでしたので、これを修正

しました。 

 

 

 

No.20 ラダー表示更新不具合 
 

スクロールキーを押すと CP ラダー画面の表示がフリッカして表示されていましたので、

これを修正しました。 

 
  

 
 

 

 

No.21 サーボパック現在値取得時の不具合 
 

サーボパックで現在値を取得する際に、読み込みが失敗しても正常に終了したように

表示されることがありましたので、警告表示を行うようにしました。 

 
 

 



 

No.22 モーションプログラム保存特権不具合 
 

既存のモーションプログラムに対して「名前をつけて保存」を実行すると「書き込み

特権がありません」というエラーが発生して保存ができないことがありましたので、

これを修正しました。 

 

  

    

  

 
 

 

 

No.23 シンプルモード表示不具合 
 

シンプルモード選択時、「超高速図面」に対応していないコントローラでもファイル

マネージャ上に「超高速図面」が表示されていましたので、これを修正しました。 

 

  

 



 

No.24 モーションプログラムシングルコート使用不具合 
 

モーションプログラムのコメント中にシングルコートを使用した場合、コンパイルエ

ラーが発生することがありましたので、これを修正しました。 

 
  

 
 

 

 
  

 
 

 

 

No.25 アプリケーションコンバート不具合 
 

アプリケーションコンバータを実行した際に、変換先の図面内の SEE 命令で指定され

た図面名称が空欄になってしまうことがありましたので、これを修正しました。 

 

 

     

  

 
 

 


